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※応募に際し下記内容に相違なければ必ず　　に　　を入れてください。

この作品は当コンクールのために私が執筆した未発表のものです。
事務局記入欄

選択テーマ

都 道

府 県

勤務先（所属先）名

男　・　女

名前（共同執筆の場合は代表者） ふりがな

自宅住所 〒 　 　 　 　 －

自宅電話番号

ふりがな

都 道

府 県

勤務先（所属先）住所 〒 　 　 　 　 －

勤務先（所属先）電話番号

年齢

歳

性別

「金融教育を考える」第5回 小論文コンクール　　応募用紙

幼稚園教諭、小学校・中学校・高等学校教師、教職課程在籍・教職を目指す大学生、大学院生、大学教員等研究者

● 特　賞　1編（賞状と賞金20万円）　● 優秀賞　2編（賞状と賞金5万円）　● 奨励賞　5編（賞状と賞金1万円）

平成20年9月30日（火）※消印有効

12月下旬、金融広報中央委員会ＨＰ（www.shiruporuto.jp）などで発表。※入賞作品集は平成21年2月発行予定。

阿部信太郎（城西国際大学准教授）   宇都宮健児（弁護士）   工藤文三（国立教育政策研究所初等中等教育研究部長）
西村隆男（横浜国立大学教授）    牧野カツコ（お茶の水女子大学名誉教授）ほか

日本銀行本店内にて開催

〒100-0003　東京都千代田区一ツ橋１-１-１ パレスサイドビル内郵便局留
 　　　　　　「金融教育を考える」小論文コンクール係
TEL.03-3212-6165（土・日・祝日を除く10時～17時）

※応募者の個人情報は当コンクール以外の用途には使用いたしません。

［応募資格］

［ 賞 ］

［ 締め切り］

［ 発 表 ］

［ 審 査 員 ］

［ 表 彰 式 ］

［ 送 付 先 ］

［問い合わせ先］

◎「金融教育を考える」第5回 小論文コンクール　募集要項

（敬称略・五十音順）

2008年テーマ

幼稚園や小学校、中学校、高等学校等の学校で先生方が実践されたお金や金融・経済に関係のある授業や学校行事についてご報
告ください。クラスや学年単位、あるいは学校全体での取組みやＰＴＡ・地域と連携した事例などいろいろあると思います。また、こう
した授業や行事に対する児童生徒の反応や感想のほか、良かった点、今後改善すべき点などもお聞かせください。

１．金融教育に関する授業や学校行事での実践報告

２．これから取り組んでみたい金融教育

３．これからの時代に求められる金融教育

４．金融教育をさらに普及していくための提言

５．その他

作品タイトル

将来教職を目指す大学生からは、これから児童・生徒にどのようにお金や金融・経済について教えてみたいと考えているかお聞かせ
ください。お金との付き合いは、社会生活を営む上で欠かせないものです。社会科、家庭科に限らず幅広い教科などで取り組めると
思いますので、意欲的な提言を期待しています。

多重債務問題・消費者トラブルの防止・職業選択等、若者が社会で自立していくためには金融教育が必要とされています。海外でも
盛んに金融教育が実施されています。また、わが国の金融・資本市場の競争力強化のためにも金融教育の充実が必要との指摘もあ
ります。大学院生や大学教員等研究者、学校の先生方に、これからの時代に求められる金融教育についての提言をお願いします。

当委員会では、学校で金融教育に取り組んでいただくために「金融教育ガイドブック」、「金融教育プログラム」をはじめ、各種の副
教材を作成し、全国の学校にお届けしています。また、民間金融機関やＮＰＯなど多くの機関も、様々なかたちで金融教育支援策を
提供しています。こうした支援策等を利用される教育関係者からみて、今後金融教育をさらに普及していくためには、何が必要なの
か意見をお聞かせください。

上記のテーマに限らず、お金や金融･経済に関係のある教育について、教育に携わる立場から、幅広くご意見をお寄せ下さい。

先
生
、研
究
者
か
ら
、

将
来
教
員
を
目
指
す
学
生
の
方
ま
で
、

皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※共同執筆の場合のみ記入

代表者
含む計　　　　　名で執筆

金
融
教
育
は

子
ど
も
た
ち
の「
生
き
る
力
」を
育
て
る
教
育
で
す
。

www.shiruporuto.jp
金融広報中央委員会 



　

学
校
に
お
け
る
実
践
事
例
集
で
、

幼
稚
園
か
ら
高
等
学
校
ま
で
の
金
融

教
育
の
実
践
事
例
を
紹
介
し
た
学
校

教
育
関
係
者
向
け
冊
子
で
す
。
金
融

教
育
に
熱
心
な
先
生
方
や
、
金
銭
・

金
融
教
育
研
究
校
の
取
り
組
み
な
ど

体
験
に
基
づ
く
実
践
的
な
学
習
、
話

し
合
い
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
中
心
と
し

て
45
の
指
導
事
例
が
収
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

金
融
教
育
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
学
習
指
導
要
領
が
目
指

す
「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育
に
大

い
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
金
融
教
育
を
よ
り
効

果
的
に
進
め
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
、
『
金
融
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
│
社

会
の
中
で
生
き
る
力
を
育
む
授
業
と

は
│
』
で
す
。

◎
本
文
の
文
字
量
は
、
２
０
０
０
〜
８
０

０
０
字
（
文
末
に
文
字
数
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。
パ
ソ
コ
ン
出
力
可
。
途
中
の
空

白
マ
ス
・
空
白
行
を
含
む
）
。
字
数
が
不

足
、
超
過
し
て
い
る
作
品
は
審
査
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
資
料
（
写
真
・
図
表
・
指
導
計
画
書

等
）
に
つ
い
て
は
、
文
末
に
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
Ａ
４
用
紙
10

枚
以
内
（
Ａ
３
用
紙
の
場
合
５
枚
以

内
）
の
分
量
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
資
料

で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

・
横
書
き
を
基
本
と
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
本
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
外
面
に
あ
る
応
募
用

紙
に
、
選
択
テ
ー
マ
、
作
品
タ
イ
ト
ル
、

（
共
同
執
筆
の
場
合
は
代
表
者
の
）
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
、
勤
務
先
名
、
年
齢
、
性

別
、
勤
務
先
・
自
宅
の
住
所
・
電
話
番
号
、

共
同
執
筆
の
場
合
は
執
筆
者
の
人
数
を
記

入
し
、
応
募
作
品
の
表
に
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

・
応
募
用
紙
は
コ
ピ
ー
可
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

・
共
同
執
筆
の
場
合
に
は
、
応
募
用
紙
と

は
別
の
用
紙
に
、
共
同
執
筆
者
全
員

の
氏
名
、
勤
務
先
名
、
勤
務
先
・
自

宅
の
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、

応
募
作
品
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

共
同
執
筆
者
の
過
半
が
応
募
資
格
を

満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
し
ま
す
。

◎
著
書
、
雑
誌
、
新
聞
、
研
究
発
表
等
か

ら
の
引
用
は
、
必
ず
出
所
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

・
本
文
の
引
用
箇
所
末
尾
に
（※

）
を
付

し
、
そ
の
出
所
を
文
末
、
ま
た
は
章
、

節
の
末
尾
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

・
引
用
が
複
数
あ
る
場
合
は
（※

１
）

（※

２
）
の
よ
う
に
番
号
を
ふ
っ
て

く
だ
さ
い
。

・
出
所
は
、
著
者
、
書
名
、
引
用
ペ
ー
ジ
、

出
版
社
、
出
版
年
、
新
聞
名
、
日
付
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
名
、
ア
ド
レ
ス
等
を

必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

・
添
付
資
料
に
つ
い
て
も
出
所
を
も
れ
な

く
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
作
品
は
未
発
表
で
日
本
語
に
限
り
ま
す
。

◎
作
品
は
理
由
を
問
わ
ず
返
却
し
ま
せ
ん
。

◎
入
賞
作
品
の
著
作
権
・
版
権
は
主
催
者

に
帰
属
し
ま
す
。

て
、
中
立
・
公
正
な
立
場
か
ら
の
正

確
で
わ
か
り
や
す
い
「
金
融
経
済
情

報
の
提
供
」
と
一
人
ひ
と
り
が
賢
い

消
費
者
と
し
て
自
立
す
る
た
め
の

「
金
融
経
済
学
習
の
支
援
」
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

＊
「
知
る
ぽ
る
と
」
は
金
融
広
報
中

央
委
員
会
の
愛
称
で
す
。

『
金
融
広
報
中
央
委
員
会
』と
は

　

学
校
教
育
の
中
で
金
融
教
育
を

行
う
必
要
性
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。保
護
者
や
学
校
の
先
生
方

の
金
融
教
育
へ
の
関
心
も
高
ま
っ

て
い
ま
す
。こ
う
し
た
情
勢
の
中
で
、

学
校
で
の
取
り
組
み
が
少
し
ず
つ

底
辺
を
広
げ
、成
果
を
上
げ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

金
融
教
育
が
目
指
す
と
こ
ろ
は
、

「
生
き
る
力
」を
育
て
る
教
育
で
す
。

よ
り
よ
い
生
活
と
社
会
づ
く
り
に

向
け
て
、主
体
的
に
行
動
で
き
る
意

思
や
態
度
を
養
う
教
育
を
目
標
と

し
て
お
り
、金
融
教
育
を
通
じ
て
健

全
な
社
会
人
が
育
ち
、そ
う
し
た
人

た
ち
に
よ
っ
て　

活
力
の
あ
る
社

会　

が
築
か
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の「
生
き
る
力
」は
、学
習
指
導

要
領
が
提
唱
す
る「
自
ら
学
び
自
ら

金
融
教
育
に
つ
い
て
、

学
校
で
の
活
動
報
告
や
先
生
方
、研
究
者
、学
生

の
皆
さ
ん
の
お
考
え
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

考
え
る『
生
き
る
力
』」を
育
む
教
育

を
実
践
す
る
教
育
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。

　

当
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
こ
れ
ま
で
、

体
験
的
な
学
習
や
話
し
合
い
、ゲ
ー

ム
な
ど
を
通
じ
て
児
童
・
生
徒
が

金
融
教
育
に
触
れ
る
こ
と
で
、生
き

た
社
会
を
知
り
、確
か
な
学
力
を
養

い
、将
来
の
生
き
方
を
考
え
る
契
機

と
な
っ
て
い
っ
た
様
子
が
、小
論
文

に
つ
づ
ら
れ
て
寄
せ
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
、
こ
う
し
た
金
融
教

育
に
対
す
る
発
信
が
さ
ら
に

広
範
囲
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

け
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
個
人
で
の
応
募

の
他
に
、
学
校
や
グ
ル
ー
プ

単
位
等
の
共
同
執
筆
で
の
ご
応
募

も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
職
課
程
に
在
籍
す
る
、

ま
た
は
教
職
を
目
指
し
て
い
る
大

学
生
か
ら
は「
こ
れ
か
ら
取
り
組
ん

で
み
た
い
金
融
教
育
」等
に
つ
い
て

の
意
欲
的
な
提
言
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

当
委
員
会
刊
行
の「
金
融
教
育
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
や
「
金
融
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
」な
ど
に
あ
る
指
導
計
画
を

実
践
し
て
み
て
の
反
省
点
、改
善
点

や
生
徒
の
反
応
な
ど
の
レ
ポ
ー
ト

も
歓
迎
し
ま
す
。

　

金
融
教
育
の
さ
ら
な
る
普
及
・

推
進
の
た
め
に
、多
く
の
方
か
ら
の

積
極
的
な
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◎金融教育の目標と
４つの分野

「生きる力」を育む金融教育

『
金
融
教
育

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

『
金
融
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
』

小
論
文
を

書
く
に
あ
た
っ
て

３．消費生活・
金融トラブル防止……
金銭感覚、金融トラブル、
自立した消費者など

２．経済や金融のしくみ
……お金のはたらき、
経済把握、経済政策、
経済社会の諸課題など

１. 生活設計・家計管理
……生活設計、貯蓄と運用、

資金管理など

４．キャリア教育……
働く意義、生きる意欲、
社会への感謝・貢献など

　

金
融
広
報
中
央
委
員
会
（
事
務

局
：
日
本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局

内
）
は
、
健
全
で
合
理
的
な
家
計
運

営
の
た
め
に
、
都
道
府
県
金
融
広
報

委
員
会
、
政
府
、
日
本
銀
行
、
地
方

公
共
団
体
、
民
間
団
体
等
と
協
力
し


